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「
安
全
・
安

心
」
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
市
民

の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
た

め
、
防
災
の
日

（
9
月
1
日
）

を
前
に
し
た

8
月
25
日
、
當

麻
文
化
会
館
に
お
い
て
市
主
催
の
「
葛
城

市
防
災
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
体
験
か
ら　

～
次
な
る
大

災
害
に
備
え
て
～
」
と
題
し
、
講
師
に
阪

神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来

セ
ン
タ
ー　

語
り
部　

谷
川
三
郎
氏
を
迎

え
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
、
芦
屋
市

役
所
建
設
部
長
と
し
て
被
災
者
の
対
応
に

携
わ
ら
れ
た
体
験
と
教
訓
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

震
災
発
生
か
ら
10
日
間
の
芦
屋
市
内
を

記
録
し
た
ビ
デ
オ
を
交
え
、
市
内
の
様
子

や
市
役
所
と
し
て
の
対
応
、
そ
し
て
被
災

者
の
苦
し
い
状
況
を
切
々
と
語
ら
れ
、
集

ま
っ
た
3
4
0
名
の
聴
衆
は
真
剣
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
上
田
又
次
葛
城
市
区
長
会
長

が
今
後
の
自
主
防
災
活
動
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
決
意
表
明
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。 防

災
講
演
会

　

夏
休
み
最
後

の
土
曜
日
に
當

麻
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
、
児

童
福
祉
課
主
催

の
『
夏
祭
り
』

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
学
生
以
下

の
子
ど
も
た
ち
が
、
わ
な
げ
・
ボ
ー
リ
ン

グ
・
お
や
つ
つ
り
な
ど
6
つ
の
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
や
、
作
っ
て
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー
、
紙
芝

居
な
ど
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
白
鳳
中
学
校
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

の
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
夏
祭
り

に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
域
の
人
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
な
が
ら
、

人
と
し
て
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

「
お
楽
し
み
土
曜
日
」
に

 

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

来
て
く
れ
ま
し
た
！

　

第
3
回
市
民
体
育
祭
が
9
月
16

日
、
新
庄
第
1
健
民
運
動
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
残
暑
厳
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
が
、
地
区
対
抗
競
技
の

綱
引
き
や
ジ
ャ
ン
ボ
縄
跳
び
な
ど

で
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
充
分

に
発
揮
さ
れ
、
各
地
区
の
代
表
選

手
は
暑
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
ハ
ツ

ラ
ツ
と
し
た
プ
レ
ー
を
緑
の
芝
生

の
上
で
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
年
代
別
リ
レ
ー
に
お
い
て

は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
手
に
汗

に
ぎ
る
大
接
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
公
開
演
技
や
オ
ー
プ
ン
競

技
な
ど
で
は
、
応
援
席
の
テ
ン
ト

か
ら
手
拍
子
あ
り
、
笑
い
声
あ
り

で
楽
し
く
観
戦
さ
れ
、
市
民
こ
ぞ
っ

て
参
加
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
秋
の
一
日
を

楽
し
く
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
総
合
成
績
は
次

の
通
り
で
す
。

 

優　

勝

：

竹　

内

 

準
優
勝

：

笛　

堂

 

第
3
位

：

柿　

本

 

第
4
位

：

今
在
家

 

第
5
位

：

新　

村

第
3
回
市
民
体
育
祭

選手宣誓を行う寺口地区・坂田宣茂選手
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五
條
市
赤

谷

オ

ー

ト

キ
ャ
ン
プ
場

で
、
葛
城
市
子

ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会

主
催
の
ジ
ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ
ー
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
な
知
識
・ 

技
能
を
習
得
さ
せ
る
と

と
も
に
、
研
修
会
を
通
じ
て
参
加
者
相
互

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
、
バ
ス
で
キ
ャ
ン
プ
場
へ
移

動
、
川
遊
び
・
パ
ス
タ
の
夕
食
・
野
外
映

画
鑑
賞
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
川
遊
び
の
後
、
バ
ス
で

大
塔
コ
ス
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
星
の
国
へ
移
動

し
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観
賞
し
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
貴
重

な
体
験
を
地
域
の
子
ど
も
会
活
動
に
活
か

し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

川
遊
び
や

野
外
映
画
鑑
賞
を
楽
し
む
！

　

白
鳳
・
新
庄

中
学
校
1
年
生

の
生
徒
が
、
夏

休
み
に
乳
幼
児

と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
む
た

め
、「
つ
ど
い

の
広
場
」（
子

育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
磐
城
、
當
麻
児
童
館
で
実
施
）
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

小
さ
い
子
を
見
て
「
か
わ
い
い
」
と
す

ぐ
に
小
さ
い
子
を
受
け
入
れ
た
り
、「
ど
う

や
っ
て
遊
ん
で
あ
げ
よ
う
か
な
？
」
と
戸
惑

い
を
見
せ
た
り
思
い
は
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た

が
、
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
で
小
さ
い
子
と
遊

ぶ
こ
と
に
も
慣
れ
、
抱
っ
こ
を
し
た
り
、
ミ

ル
ク
を
飲
ま
せ
て
あ
げ
た
り
な
ど
、
中
学
校

の
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
交
流
に
参
加
し
た
中
学
生
は
、

「
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
、
ぬ
く
も
り
の

よ
う
な
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。」
と
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

乳
幼
児
と
中
学
生
の

ふ
れ
あ
い
交
流

 

9
月
2
日
、
山
麓
公
園
を
舞
台
に
、

地
球
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ふ

れ
あ
い
エ
コ
パ
ー
ク
」
が
開
催
さ

れ
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
イ
ベ
ン
ト

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
石
油
に
代
わ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
代
表
さ
れ
る
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
、
古
く
な
っ

た
天
ぷ
ら
油
か
ら
取
り
出
す
仕
組

み
が
実
践
さ
れ
、
参
加
者
の
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
実
際
に
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
で
動
く
カ
ー
ト
に

乗
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
楽
し

か
っ
た
、
も
っ
と
乗
り
た
い
。
か

ら
揚
げ
の
に
お
い
が
し
た
。」
と
楽

し
み
な
が
ら
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
体
験
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
の
工
作
教
室
で
は
、
地
球
に

や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
欠

か
せ
な
い
、
太
陽
光
発
電
の
仕
組

み
を
学
び
な
が
ら
、
親
子
で
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
作
り
に
挑
み
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
工
夫
し
た
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
が
走
る
瞬
間
は
感
激
で
、
よ

り
知
識
を
深
め
る
経
験
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ふ
れ
あ
い
エ
コ
パ
ー
ク

は
、
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

施
工
者
協
議
会
の
助
成
を
う
け
て

実
施
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
エ
コ
パ
ー
ク
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◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次

の
資
格
に
該
当
さ
れ
る
方
で
指
定

検
査
機
関
に
お
い
て
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
さ
れ
る
場
合
、
検
査
費
の

7
割
助
成
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
民
課

へ
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

：

　

平
成
20
年
2
月
29
日
ま
で

（
閉
庁
日
を
除
く
。）

　

・
午
前
9
時
～
正
午

　

・
午
後
1
時
～
午
後
3
時
30
分

資　

格

：

　

次
の
3
点
を
全
て
満
た
し
て

　

い
る
方
が
資
格
の
あ
る
方
で

　

す
。

◎
申
請
日
に
お
い
て
満
35
歳
以
上

　

75
歳
未
満
（
老
人
保
健
法
に
よ

　

る
医
療
受
給
対
象
者
を
除
く
。）

　

の
方

◎
申
請
日
に
お
い
て
、
引
き
続
き

　

1
年
以
上
本
市
の
被
保
険
者

　

で
あ
る
方

◎
申
請
日
に
お
い
て
、
前
年
度
分

　

ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
を
完

　

納
し
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
方

持
参
す
る
も
の

：

　

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

・
印
鑑

受
診
期
間

：

　

平
成
20
年
3
月
末
ま
で

検
査
機
関

：

　
次
の
ど
ち
ら
か
で
受
診
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

奈良県健康づくり財団
田原本町
　宮古 404-7

個人負担額
　11,220 円

　葛城
　メディカルセンター

大和高田市
　西町 1-45

個人負担額
　11,025 円

受 

診 

手 

順

 

申　

込　

申　

請

　
　

 ➔

 

資　

格　

審　

査

　
　

 ➔

 

受
診
日
の
打
ち
合
わ
せ
・
予
約

　
　

 ➔

 

受
診
券
発
行

　
　

 ➔

 
受　
　
　

診

（
個
人
負
担
額
を
検
査
機
関
へ
支
払
う
。）

主
な
検
査
項
目

1.

内
科
診
察

2.

身
体
測
定

3.

生
活
食
事
調
査

4.

便
検
査

5.

尿
検
査

6.

末
梢
血
検
査

7.

血
液
生
化
学

8.

免
疫
血
清

9.

腹
部
超
音
波　

10.

胸
部
Ｘ
線　

11.

胃
透
視
又
は
胃
カ
メ
ラ

12.

肺
機
能

13.

視
力
検
査

14.

眼
底
・
眼
圧

15.

聴
力
検
査

16.

安
静
心
電
図

17.

総
合
指
導

※ 

胃
カ
メ
ラ
の
検
査
を
選
択
さ
れ

　

る
方
で
、
葛
城
メ
デ
ィ
カ
ル
で

　

受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
別
途
費

　

用
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

女
性
の
方
で
、
婦
人
科
検
診

　

を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
別
途

　

費
用
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

申
し
込
み
時
に
予
約
を
お
取

　

り
し
ま
す
が
、
希
望
日
に
添
え

　

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　

受
診
希
望
日
を
複
数
考
え
た
上

　

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
ご
案
内
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
追
納
の
オ
ス
ス
メ
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
期
間
や
学
生
納
付
特
例
及
び

若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
け
取
り
額
を
満
額
に
近
づ

け
る
た
め
に
後
か
ら
保
険
料
を
納

付
（

追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
は
、
10
年
以
内
で
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
、
当
時

の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応
じ
た

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
中
に
追
納
す
る
場
合

の
加
算
額
を
含
め
た
具
体
的
な
追
納

額
は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

追
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
追
納
申
込
書
」

に
よ
る
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
ら

申
込
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

免除等を
受けた年度

追納保険料額（円）

全額免除
若年者納付猶予
学生納付特例

3/4 免除 半額免除 1/4 免除

平成   9 年度 16,550 － － －

平成 10 年度 16,310 － － －

平成 11 年度 15,680 － － －

平成 12 年度 15,070 － － －

平成 13 年度 14,500 － － －

平成 14 年度 13,940 － 6,970 －

平成 15 年度 13,730 － 6,860 －

平成 16 年度 13,540 － 6,770 －

平成 17 年度 13,580 － 6,790 －

平成 18 年度 13,860 10,390 6,930 3,460

● 

半
額
免
除
は
平
成
14
年
4

月
か
ら
、
3
／
4
免
除
及
び

1
／
4
免
除
は
平
成
18
年
7

月
か
ら
実
施
。

※ 

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
老
齢
基
礎
年
金
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
年
金
額
で
す

が
、
追
納
し
た
場
合
、
そ
の
期

間
は
減
額
さ
れ
な
い
年
金
額
と

な
り
ま
す
。

○ 

保
険
料
を
全
額
免
除
さ
れ

た
期
間
・
・
・
・
・
・
・
・

 

3
分
の
1
の
年
金
額

○ 

保
険
料
を
4
分
の
3
免
除

さ
れ
た
期
間
・
・
・
・
・
・

 

2
分
の
1
の
年
金
額

○ 

保
険
料
を
半
額
免
除
さ
れ

た
期
間
・
・
・
・
・
・
・
・

 

3
分
の
2
の
年
金
額

○ 

保
険
料
を
4
分
の
1
免
除

さ
れ
た
期
間
・
・
・
・
・
・

 

6
分
の
5
の
年
金
額

○ 

若
年
者
納
付
猶
予
及
び
学

生
納
付
特
例
の
期
間
・
・
・

 

年
金
額
に
は
反
映
さ

	

れ
ま
せ
ん

◎
詳
し
く
は
、

　

大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

☎
（
22
）
3
5
3
1
ま
で

児童扶養手当受給資格者のみなさんへ
児童扶養手当現況届の提出は

お済みですか？

　

毎
年
8
月
中
に
、
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
資
格
者
の
方
は
【
現

況
届
】
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
未
だ
提
出
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
早
急
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
8

月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
2
年
間
手
続
き
を
さ
れ

な
い
と
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

● 

平
成
17
・
18
年
度
は
、
追
納

加
算
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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　寝たきりや認
知症になること
を予防するため
に、自宅から外

出する機会や楽しみをつくろうと、
地域のみなさんが、公民館を活用
して開催されている活動を紹介し
ます。
　今月は兵家イトーピア地区で開催されています、「兵家イトーピア健康教室」です。
　この教室は、10 年程前から地域の老人クラブの役員さんが中心となって開催されています。当初から「高
齢者の方々がいつまでも健康で生活できるように」という目標をもって、健康に関するビデオ学習や体操
などを行っておられます。現在もその思いは強く、健康に関することを多く取り入れた教室を実施されて
います。
　また、毎年 8 月と 12 月には、子供会と合同での交流会を開催され、核家族化が進むなか、小学生と高
齢者がふれあう機会をつくっておられます。今年の 8 月の教室では、子どもたちと一緒にスイカ割りやゲー
ムを楽しまれていました。

●●●こんにちは地域包括支援センターです●●●
　いつまでも健やかに住みなれた地域で自立した生活ができる
ように支援するのが地域包括支援センターの役割です。

（地域包括支援センター）

土地取引には届出が必要です。
提出期限は契約締結日から 2 週間以内です

　国土利用計画法は、適性かつ合理的な土地利用の確保を図るため土地取引の届出制度を設けています。

　土地取引に係る契約（予約を含む）をしたときは、権利取得者（例えば、買主）は、2 週間以内に土地売

買等の届出をしなければなりません。

届出が必要な
土地面積

市街化区域　　　　　2,000㎡　以上
市街化調整区域　　　5,000㎡　以上
都市計画区域外　　 10,000㎡　以上

届 出 先
届出書に必要事項を記入し、添付書類（契約書の写し、地図など）とともに、土地
の所在する市町村役場に届け出てください。届出の用紙は市役所にあります。
また奈良県のホームページ（http://www.pref.nara.jp/）でも入手できます。

審査内容
土地の利用目的が、土地利用の計画に適合しない場合には、利用目的の変更を勧告し、
是正を求めることがあります。

罰　　則
届出をしなかったり、虚偽の届出をすると 6 カ月以下の懲役、または、100 万円以
下の罰金に処せられることがあります。

問合せ先
奈良県企画部資源調整課（ ☎ 0742（27）8487 ）
葛城市役所　都市計画課（ ☎ （69）3001 ）
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高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

1．実施期間　　◆ 10 月 15 日（月）から平成 20 年 1 月 31 日（木）まで

2．接種対象者　◆葛城市内に住民票があり次の①または②に該当する人（年齢は接種日での満年齢です）

   ①接種日において満 65 歳以上の人

   ②接種日において満 60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓やじん臓、呼吸器の機能または

   　ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害（身体障害者手帳 1 級またはそれに準

   　ずる）のある人

 ※予防接種は、ご本人が接種を希望する場合のみ行います。

3．実施場所　　◆葛城市内委託医療機関（下表参照）

4．接種費用　　◆ 1,000 円（医療機関の窓口でお支払いください。）

   ※市県民税非課税世帯、生活保護法による被保護世帯に属する人は費用を免除されま

   　すが、事前の手続きが必要になります。印鑑をご持参の上、新庄健康福祉センター

   　または當麻保健センターへお越しください。

5．接種方法　　◆希望する医療機関へ直接お問い合わせの上、接種費用（1,000 円）、保険証、健康手帳をご

  　 持参の上受診してください。接種回数は１回です。

葛城市内委託医療機関　　　　※ 事前に希望する医療機関へ直接お問い合わせください。

☆健康相談
　●日時：10 月 11 日（木）・26 日（金）

　●受付：午前 10 時〜午前 11 時

　●場所：新庄健康福祉センター

　●内容：血圧測定・尿検査など

　※　健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆乳幼児健康相談
　●日時：10 月 16 日（火）・17 日（水）
　●受付：午前 10 時〜午前 11 時
　●場所：當麻保健センター

　◆日時：10 月 24 日（水）・25 日（木）
　◆受付：午前 10 時〜午前 11 時
　◆場所：新庄健康福祉センター
　■内容：身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談
　※　母子健康手帳をご持参ください。

インフルエンザの流行は、毎年 1 月から 2 月にかけて最盛期を迎えます。
予防接種を受けてからインフルエンザに対する抵抗力がつくまでに 2 週間程度かかります。
インフルエンザが流行する前の、出来れば 12 月頃までの接種が望ましいです。
ただし、インフルエンザワクチンを接種した方が必ずしもインフルエンザにり患しないという
わけではなく、インフルエンザ予防接種の発病予防効果は 34％～ 55％、死亡を防止する効
果は 8 割程度です。

医療機関名 住　　所 電話番号 医療機関名 住　　所 電話番号

板橋医院 北花内 749 番地 1 (69)5781 関谷外科胃腸科 北花内 692 番地 1 (69)7800

鵜山医院 新庄 16 番地 (69)2070 當麻病院 染野 520 番地 (48)2661

鵜山医院 尺土 189 番地 41 (48)6520 玉井医院 長尾 94 番地 (48)6086

かつらぎクリニック 北花内 616 番地 1 (69)0801 中谷医院 南道穂 64 番地 4 (69)2157

小泉医院 新庄 119 番地 (69)2501 堀内医院 忍海 338 番地 4 (62)2958

塩田医院 當麻 8 番地 (48)2115 安田クリニック 疋田 227 番地 10 (69)7900

下村医院 當麻 40 番地 2 (48)2522 山本医院 八川 153 番地 1 (48)1231

庄田クリニック 北花内 732 番地 1 (69)3511

※ 市外の医療機関での接種をご希望される人は、手続きが必要になりますのでお問い合わせください。
☆ その他ご不明な点は新庄健康福祉センター　☎（69）9900 までお問い合わせください。
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人権教育第 3 講座（現地学習）参加者募集
 日　　時：11 月 22 日（木） 　午前 9 時〜午後 4 時 30 分

 学習場所：ピースおおさか・大阪市立阿倍野防災センター
 行　　程：中央公民館前駐車場（9 時）＝ 當麻庁舎駐車場（9 時 15 分）＝ ピースおおさか＝ 昼食
   ＝ 大阪市立阿倍野防災センター ＝ 當麻庁舎駐車場（午後 4 時 15 分）
   ＝ 中央公民館前駐車場（午後 4 時 30 分）
 募集人員：45 名
 費　　用：1,500 円（食事代等）　　できるだけ前日までに生涯学習課に持参してください。
  　 当日はキャンセルできません。
 募集期間：10 月１日（月）〜　26 日（金）
 申込方法：住所・氏名・年齢・電話番号を生涯学習課まで
    ☎（48）2811 または FAX（48）7411 で申し込んでください。
  　 なお定員（45 名）になり次第、締め切らせていただきます。

◎詳しくは、　生涯学習課まで　

人権啓発小冊子「葛城市人権スポットを歩く」　その 12
　葛城市人権教育推進協議会が作成した小冊子「葛城市人権スポットを歩く」から、人権スポットをシリーズ
で紹介してまいりましたが、今回で一応このシリーズを終了いたします。葛城市にはまだまだ人々が、助け合
いながら力強く生きてきた歴史の証があります。今後、順次紹介していきたいと考えています。

12 加守神社の安産を守る女坐石
　加守地区にある 葛

かつらきのしとりにいますあめのはいかづちのみこと

木 倭 文 坐 天 羽 雷 命神社は、平安時代の初めに編
へんさん

纂され

た延
えんぎしきしんめいちょう

喜式神名帳に記載される古い神社（式内社）です。

　祭神は天
あめのはいかづちのみこと

羽 雷 命といい、神話によれば高天原から邇
に に ぎ の み こ と

邇迩芸命が地上に降臨し

た際同行した神で、機
はたおり

織を司った神とされています。

　江戸時代には加守（現葛城市）、畑・磯壁・狐井・良福寺・五位堂・別所・瓦口（以

上現香芝市）、北角（現大和高田市大谷）の 9 つの村が氏子となり、機織を司る

神を祭ることから旧暦 7 月 7 日に七夕祭が盛大に催されていました。

　この神社の摂社（境内にある末社のこと）の加守神社も古い歴史を持つ神社で、

祭神の天
あめのおしひとのみこと

忍人命には次のような物語が伝えられています。

　神話によれば、神武天皇の父・彦
ひこなぎさたけうがやふきあえずのみこと

波瀲武草葺不合尊の母は海神の娘・豊
とよたまひめ

玉姫で

すが、豊玉姫が海辺に作った産室で彦波瀲武草葺不合尊を生んだ時、蟹がたくさ

ん集まってきたといいます。新生児の尿を蟹子といい、体に付いた汚れを蟹とい

うことから起こった話と推測されますが、その時、産室に入ろうとする蟹たちを箒
ほうき

で追い払ったのが天忍人命

だと言われています。

　このようないわれを持つ加守神社はのちに出産の無事を守る神社となり、江戸時代には秋祭りとして安産祭が

行われました。また、境内の西側の森の中には女坐石と呼ばれる巨石があり、産婦がこの石にさわれば安産にな

るという言い伝えが残されています。女坐石にさわるために各地から多くの妊産婦が加守神社に参拝しました。

　神社入口に助産婦が奉納した記念碑が残されており、この神社が安産の神として信仰を集めてきた歴史を物

語っています。           ( 人権政策課）

女坐石

～ 女
め く ら い し

坐石に安産を願った人々 ～
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

第 13 回　なら・ヒューマンフェスティバル
　あらゆる人権問題をイベントや資料展示をとおして考える催しです。

　入場は無料です。みなさんのご来場をお待ちしています。

▼主　催　　奈良地方法務局・奈良県・市町村

▼内　容

北　部　会　場 中　南　部　会　場

日　　　時
10 月 20 日（土）
午前 10 時〜午後 3 時

10 月 27 日（土）
午前 10 時〜午後 3 時

会　　　場
なら 100 年会館
奈良市三条宮前町 7 － 1

（ＪＲ奈良駅）

大和高田さざんかホール
大和高田市本郷町 6 － 36

（ＪＲ高田駅、近鉄大和高田駅）

イベント

屋内ホール

【午前】
○開会式
○トーク＆コンサート：前川裕美さん

【午後】
○ジャズコンサート　○落語
○雨乞い神事　○和太鼓

【午前】
○開会式　○和太鼓
○落語・講演：笑福亭銀瓶さん

【午後】
○幼稚園児手話ソング　○演劇
○小学生ものまね歌謡
○中学生によるブラスバンド演奏

屋　　外

【正午〜】
○バサラ踊り
○金魚すくい
○私のねがい（メッセージコーナー）

【正午〜】
○風船アトラクション
○大道芸　○バンド演奏
○私のねがい（メッセージコーナー）

ホワイエ
○健康チェックコーナー
○ロボットコーナー

○健康チェックコーナー
○ロボットコーナー

展 示 等
【終日 / 屋内ホワイエ　等】
○啓発ビデオ放映、パネル、ポスター展示など　○人権相談コーナー

模 擬 店
物 産 展

【終日 / 屋外】
○福祉作業所・各市町村による出店、地場産業製品など

※　ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

▼入場料無料　（託児ルーム・手話通訳もあります。）

   ◎詳しくは、なら・ヒューマンフェスティバル実行委員会事務局

     （奈良県生活環境部人権施策課　☎ 0742（27）8719 ）

   　または、葛城市人権問題啓発活動推進本部事務局

     （葛城市役所　人権政策課　☎ (69)3001 ）
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高
田
警
察
署
管
内
で
の
自
転
車
盗
の
発
生
件
数
は
、
昨
年
中
、
7
4
1
件
の
発
生
で
全
刑
犯
の
22
、
7
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
本
年
7

月
末
で
は
4
1
5
件
の
発
生
で
、
昨
年
同
期
の
4
1
9
件
と
比
べ
4
件
の
減
少
で
、
ほ
ぼ
昨
年
と
同
じ
よ
う
な
多
発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

警
察
、
自
治
体
等
が
自
転
車
盗
難
被
害
防
止
を
訴
え
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
す
る
自
転
車
は
、「
簡
単
に
盗
め
る
」「
盗
ん

で
も
罪
の
意
識
が
希
薄
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
盗
難
の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

毎
日
利
用
す
る
自
転
車
を
簡
単
に
盗
ま
れ
な
い
た
め
に
、
自
転
車
の
管
理
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

？ 

　
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
で
盗
難
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
自
転
車
盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い
対
策
と
し
て

自
転
車
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す

<

止
め
た
時
の
再
確
認>

1 

短
時
間
で
も
自
転
車
を
止
め

る
時
は
、
必
ず
鍵
を
か
け
る
。

●　

コ
ン
ビ
ニ
店
等
で
買
い
物
を

　

す
る
時
や
、
友
達
、
知
人
宅
を

　

訪
問
し
た
時
な
ど
自
転
車
か
ら

　

ほ
ん
の
少
し
離
れ
て
い
る
間
に

　

自
転
車
が
盗
ま
れ
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
安
全
と
思
わ
れ
る
自

　

宅
の
敷
地
内
で
も
盗
ま
れ
る
こ

　

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
面

　

倒
で
も
必
ず
自
転
車
に
鍵
を
か

　

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

<

見
直
そ
う

自
転
車
ツ
ー
ロ
ッ
ク>

2 

鍵
は
丈
夫
な
補
助
錠
「
チ
ェ
ー

ン
錠
」「
ワ
イ
ヤ
ー
錠
」「
Ｕ
字
錠
」

を
付
け
る
な
ど
、
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に

す
る
。

●　

通
常
の
簡
単
な
錠
で
は
鍵
が

　

か
け
て
あ
っ
て
も
、
壊
さ
れ
た

　

り
合
い
鍵
で
解
錠
さ
れ
た
り
し

　

て
盗
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　

ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
す
る
こ
と
で

　

盗
難
被
害
が
減
少
し
ま
す
。
盗

　

難
対
策
の
基
本
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク

　

で
す
。

<

効
果
あ
り
防
犯
登
録>

3 

防
犯
登
録
を
す
る
。

●　

防
犯
登
録
を
す
る
と
、
盗
難

　

防
止
に
視
覚
的
な
効
果
が
あ

　

り
、
ま
た
、
盗
ま
れ
た
自
転
車

　

の
早
期
発
見
や
返
還
の
確
率
が

　

高
く
な
り
ま
す
。

　
　

自
転
車
を
購
入
し
た
時
や
譲

　

り
受
け
た
時
は
「
自
転
車
防
犯

　

登
録
」
を
取
り
扱
っ
て
い
る
自

　

転
車
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等

　

の
販
売
店
で
登
録
し
て
く
だ
さ

　

い
。

<

狙
わ
れ
て
い
ま
す
よ
、

あ
な
た
の
自
転
車>

4 

路
上
に
止
め
ず
、
管
理
の
行

き
届
い
た
駐
輪
場
に
預
け
る
。

●　

鍵
を
掛
け
て
い
て
も
路
上
に

　

止
め
る
と
被
害
に
遭
う
可
能
性

　

が
高
く
な
り
ま
す
。
面
倒
で
も

　

明
る
く
て
監
視
の
行
き
届
い
た

　

駐
輪
場
か
、
自
転
車
預
か
り
所

　

を
利
用
し
、
盗
難
か
ら
自
転
車

　

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
忘

　

れ
ず
自
転
車
に
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。
大
切
な
あ
な

　

た
の
財
産
（
自
転
車
）
を
守
る

　

の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

　

自
転
車
盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
自
主
的
に
防
犯
意
識
を

も
っ
て
、
対
策
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

少
し
の
気
の
緩
み
で
自
分
は
大

丈
夫
と
思
っ
た
時
、
心
に
隙
が
で

き
ま
す
。
油
断
は
禁
物
、
決
し
て

油
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
の
盗
難
被
害
に
遭
っ
た

り
、
不
審
者
を
見
か
け
た
時
は
高

田
警
察
署
に
連
絡
、
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

（
高
田
警
察
署
☎
（
22
）
0
1
1
0
）
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迅速な消防活動を行うために、
 消火栓・防火水そう付近への駐車、

狭い道路での駐車をしないようにご協力ください
　消火活動に欠かすことのできない消防水利施設である「消火栓」

や「防火水そう」は、火災発生時に消防隊などが使用するもので、

道路脇や歩道上などに設置されており、その位置を示すために標

識を掲げていたり、路上の蓋などに黄色のマーキングをしている

ものなどがあります。またプール、池、川などの水も消火活動に

使用します。

　消防署では、これらの消防水利施設を定期的に調査・点検し、

火災発生時には直ちに消火活動ができる体制をとっていますが、

違法な駐車が障害となり、消火活動の妨げとなることがあります

ので、消防水利施設付近への駐車はやめましょう。

▽▼１１９コーナー▲△

8 月中
　火災…    1 件
　救急…127 件
　救助…    3 件

本年の累計
　火災…　 2 件
　救急…832 件
　救助… 12 件

道路交通法で駐車を禁止している場所（消防関係抜粋）

消火栓、防火水槽などから 5 メー
トル以内

消防自動車の車庫などの出入口か
ら 5 メートル以内

駐車車両の右側の道路上に 3.5
メートルの余地がない場合

（消防署）
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10月1日～11月10日新庄文化会館（マルベリーホール）

當麻文化会館

48-2811【社会福祉課】

69-4600【新庄文化会館】

69-3301

0742-41-4701【帝塚山高等学校】

10

11

10

11

1

7

20

10

月

日

土

土

葛城市戦没者追悼式

森山良子コンサートツアー   2007～2008

教育講演会

関係者

有 料

関係者

無 料

葛城市

葛城市

葛城市立新庄中学校

奈良県高等学校文化連盟合唱・器楽部会

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　☎69－4600　當麻文化会館　☎48－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。

10：00

午後開演

  9：30

10：00

  6

12

28

3・4

土

金

日

土・日

葛城市寿連合会親睦カラオケ大会

葛城市立白鳳中学校文化祭

葛城市歌謡連合会発表会

葛城市文化協会文化祭

無 料

関係者

無 料

無 料

葛城市寿連合会

葛城市立白鳳中学校

葛城市歌謡連合会

葛城市文化協会

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

は休館日

新庄文化会館
當麻文化会館

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 10

月

1112

火

15

水 木

161713

木 金 土 日 月 火 水 木木 金 土 日 月 火 水 木木 火 水 木木金 土 日 金 土 日 木木 金月 火 水月 土 日 月

1819 202122232425262728293014

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713 171819 2021222324252627282930

31

3114

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

48-2054

48-2811【生涯学習課】

13：30～15：00

17：30～

14：00～16：00

12：00～16：30第22回奈良県高等学校総合文化祭
合唱・器楽演奏会
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は整理休館日

新庄図書館
當麻図書館

は休館日

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 10

月

1112

火

15

水 木

161713

木

17

金 土 日 月 火 水 木木 金 土 日 月 火 水 木木 火 水 木木金 土 日 金 土 木木 金日月 火 水月 土 日 月

1819 202122232425262728293014

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713 171819 2021222324252627282930

31

3114  2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

 

図
書
館
だ
よ
り

【
秋
の
読
書
週
間
に
よ
る

特
別
貸
出
し
の
お
知
ら
せ
】

　

11
月
3
日
の
前
後
1
週
間
に
あ
た
る
10

月
27
日
か
ら
11
月
9
日
は
、
読
書
週
間
で

す
。
図
書
館
で
は
読
書
週
間
に
ち
な
み
、

10
月
27
日
（
土
）
～ 

11
月
11
日
（
日
）

の
期
間
、
貸
出
冊
数
を
1
人
10
冊
に
増
冊

し
ま
す
。
貸
出
期
間
は
2
週
間
で
す
。

　

こ
の
機
会
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
の
お
知
ら
せ
】

　

當
麻
図
書
館
で
は
、
来
る
11
月
3
日

（
土
）
の
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ま
つ

り
に
お
い
て
、
恒
例
の
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ア

で
は
図
書
館
の
除
籍
図
書
や
、
み
な
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
本
を
無
料
提
供
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ブ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
の

当
日
は
、
當
麻

図
書
館
で
は

貸
出
・
閲
覧
・

レ
フ
ァ
レ
ン

ス
な
ど
の
通

常
業
務
は
行

い
ま
せ
ん
。

10 月 の 新 着 図 書 ★…児童書

《
催
し
も
の
ご
案
内
》

【
映
画
会
の
お
知
ら
せ
】

　

日
時

：

10
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

　
『
マ
ド
レ
ー
ヌ
と
い
た
ず
ら
っ
こ
』 

ほ
か

【
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
】

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

10
月
21
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
ぽ
ぽ
ん
ぴ　

ぽ
ん
ぽ
ん

　

お　

話
…
犬
と
に
わ
と
り

　

絵　

本
…
ぼ
く
う
ま
れ
る
よ

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
ね
こ
の
家
へ
行
っ
た
女
の
子

　

絵　

本
…
だ
い
す
き
ひ
ゃ
っ
か
い

★
新
庄
図
書
館

　

日
時

：

10
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋
・

Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
ハ
ン
カ
チ
話

　

紙
芝
居
…
ど
ん
ぐ
り
の
か
あ
ち
ゃ
ん

　

絵　

本
…
も
け
ら
も
け
ら　

ほ
か

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
重
箱
ぼ
た
も
ち

　

絵　

本
…
お
お
き
な
お
お
き
な
お
い
も

　

お　

話
…
三
枚
の
お
礼　

ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

書　　　　　　　名 著　　者　　名 新庄図書館 當麻図書館
　日本経済学園指定教科書 泉美智子　ほか ○
　アルツハイマー病にならない！ 井原康夫 ○
　日本で買えない日本車カタログ ベストカー ○
　赤ちゃんの脳を育む本 久保田競 ○
　スズキコージズキンの大魔法画集 スズキコージ ○
　川本喜八郎 別冊太陽 ○
　Ｌｉｆｅ　パパは心の中にいる 飯島寛子 ○
　神の火を制御せよ　原爆をつくった人びと パール・バック ○
　捜査官ガラーノ パトリシア・コーンウェル ○
　わが推理小説零年　山田風太郎エッセイ集成 山田風太郎 ○
★図書館って、どんなところなの？ 赤木かん子 ○ ○
★どうして君は友だちがいないのか 橋下徹 ○
★うちのコロッケ 村上康成 ○
★ゆめみるリジー ジャン・オーメロッド ○
★ヒロシマのピアノ 坪谷令子 ○
★ブックスパイ・ヨム！　こぶたのシチューの巻 杉山亮 ○
★旅ねずみ 松居スーザン ○
★水銀奇譚 牧野修 ○
★遊んで遊んで　リンドグレーンの子ども時代 クリスティーナ・ビヨルク ○ ○
★ダンシング・ポリスマン Ｍ．Ｅ．ラブ ○

昨
年
の
よ
う
す
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消
費
者
生
活
相
談

　
「
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
」
な
ど
の
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時

‥

10
月
9
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
1
時
～
4
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎 

1
階
市
民
相
談
室

▼
相
談
料

‥

無
料

（
随
時
受
付
相
談
い
た
し
ま
す
。）

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

 

増 

改 

築 

相 

談

▼
日　

時

‥

10
月
7
日
（
日
）・
11
月
4
日
（
日
）

 
 

午
前
9
時
～
正
午

▼
場　

所

‥

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
48
）
5
3
7
5

▼
日　

時

‥

10
月
27
日
（
土
）

 
 

午
後
1
時
～
午
後
5
時

▼
場　

所

‥

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市
計

画
課
ま
で
。

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。　　　　　　　　   　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。

 
税
の
納
期

　

10
月
は
、
次
の
市
税
が
納
付
月
で
す
。

▼ 

固
定
資
産
税 

 

第
3
期

▼ 

国
民
健
康
保
険
税 

第
4
期

　

納
期
限
は
10
月
31
日
（
水
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

 

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
10
月
8
日
（
月

：

体
育
の
日
）
は
祝
日
で

す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収
集
に

つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
地
区
】

‥

疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

 

中
戸
・
弁
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・

  

山
口
・
梅
室
・
笛
吹
・
脇
田

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

 

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
展
示
会
】

 

第
8
回
特
別
展

  

『 

す
も
う　

ー 

天
あ
め
の
し
た下
の
力

ち
か
ら
び
と士 

ー
』

▼
会　

期

‥

10
月
13
日
（
土
）
～

 
 

 

11
月
25
日（
日
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
特
別
展
示
室

▼
入
館
料

‥

通
常
の
入
館
料
で

 
 

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
講
演
会
】

  

『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
7
回
）

　
「
古
代
の
相
撲
」

▼
日　

時

‥

10
月
20
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら

▼
講　

師

‥

平
林
章
仁 

氏
（

龍
谷
大
学
教
授
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
2
階

 
 

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定　

員

‥

1
0
0
名
程
度

▼
申　

込

‥

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

　
　
　

☎
（
64
）
1
4
1
4
ま
で
。

　　

　

　　
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
の
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
ま
た
会
社

等
で
定
年
を
迎
え
た
方
が
「
生
涯
現
役
」
を

目
指
す
と
と
も
に
「
自
主･

自
立
・
共
働
・

共
助
」
と
い
っ
た
基
本
理
念
の
も
と
設
立
さ

れ
た
公
益
法
人
で
す
。

　

会
員
は
お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
、
様
々

な
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
通
じ

て
社
会
参
加
や
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り

を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
希
望
に
か
な

う
仕
事
が
必
ず
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

「
何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち

で
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

葛
城
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
概
ね
60
歳

（
満
59
歳
以
上
）
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
会
員
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
お
越
し

く
だ
さ
る
か
、
気
軽
に
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、

　

(

社)

葛
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

當
麻
事
務
所　

加
守
8
3
3
番
地

 

☎
（
48
）
5
0
0
3

　
　

新
庄
事
務
所　

林
堂
1
2
3
番
地

（
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
（
69
）
6
7
6
1 　

ま
で
。

　

 

市
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

　

10
月
14
日
（
日
）
は
、
市
内
一
斉
清
掃
の

日
で
す
。

　

住
み
よ
い
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
自
宅
周
辺
を
中
心
と
し
た
美
化
清
掃
に

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
。

　
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

地
域
の
子
ど
も
を
育
て
よ
う
！

　

葛
城
市
で
は
9
月
か
ら
市
内
各
小
学
校
で

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
学
習
や
、
子
ど
も
が
興
味
・

関
心
を
持
つ
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
教
え
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
、
講
師
と
し
て
地
域
の
子
ど
も
と
ふ
れ

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
実
施
日
程

‥

基
本
的
に
毎
週
水
曜
日

 
 

午
後
2
時
～
午
後
5
時

▼
場　

所

‥

葛
城
市
内
各
小
学
校

▼
対　

象

‥

各
小
学
校
の
児
童
30
名
～
35
名 

（
1
、
2
年
生
が
多
い
で
す
）

▼
募
集
内
容

‥

　

①
ス
タ
ッ
フ　

学
習
面
で
の
指
導

　

②
講　

師　
　

子
ど
も
と
ふ
れ
合
え
る

　

い
ろ
い
ろ
な
特
技
を
お
持
ち
の
方

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

 

　

担
当　

西
村
・
内
田　

ま
で
。

　



1� 広報「 」平成19年10月号

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。　　　　　　　　   　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。

 

奈
良
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談

　

行
政
書
士
制
度
強
調
月
間
中
、
相
続
、
会

計
記
帳
、
農
地
転
用
、
会
社
設
立
な
ど
官
公

署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
、
提
出
方
法
な

ど
に
関
す
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

○
行
政
奈
良
な
ん
で
も
無
料
相
談

▼
日　

時

‥

10
月
6
日
（
土
）
～
8
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
5
時

▼
場　

所

‥

近
鉄
百
貨
店　

橿
原
店

 
 

 

6
階
特
設
会
場

○
電
話
無
料
相
談

▼
日　

時

‥

10
月
1
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

▼
電　

話
‥

左
記
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
行
政
書
士
会

☎
0
7
4
4
（
25
）
6
3
3
9
ま
で
。

　

 

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
10
月
1
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方
は

○
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給
す
る
た
め

　

に
は
、
離
職
の
日
以
前
2
年
間
に
原
則
12

　

月
以
上
（
各
月
11
日
以
上
）
の
被
保
険
者

　

期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
倒
産
・
解
雇

　

等
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
は
、
離
職
の
日

　

以
前
1
年
間
に
6
月
以
上
（
各
月
11
日
以

　

上
）の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
特
例
一
時
金
の
給
付
水
準
が
基
本
手
当
日

　

額
40
日
相
当
分
と
な
り
ま
す

◎
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田　

 
 

☎（
52
）5
8
0
1
ま
で
。

　

 

第
22
回
地
場
産
品
展
示
・
即
売
会

 

第
20
回
サ
ン
ダ
ル
履
物
デ
ザ
イ
ン
展

　

毎
年
好
評
の
地
場
産
品
展
示
・
即
売
会
と
、

サ
ン
ダ
ル
履
物
デ
ザ
イ
ン
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時

‥

10
月
6
日
（
土
）・
7
日
（
日
）

 
 

午
前
10
時
～
午
後
5
時

▼
場　

所

‥

御
所
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
御
所
市
元
町
1
番
地
の
1
）

▼
内　

容

‥

県
内
の
い
ろ
い
ろ
な
産
品
を

　

集
め
、
格
安
の
値
段
で
販
売
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
サ
ン
ダ
ル
履
物
デ
ザ
イ
ン
展
、

　

民
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
多
数
の
イ
ベ
ン
ト

　

を
行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
多

　

数
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
御
所
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
（
62
）
1
6
8
8
ま
で
。

　

 
投
資
入
門
講
座

　

株
と
投
資
信
託
に
つ
い
て

　

當
麻
図
書
館
で
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
を
講
師
に
迎
え
、
株
と
投
資
信

託
の
入
門
講
座
を
開
き
ま
す
。

　

新
聞
の
読
み
方
や
チ
ラ
シ
の
見
方
な
ど
、

実
際
に
運
用
す
る
・
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、

知
識
を
増
や
す
機
会
の
一
つ
と
し
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時

‥

10
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

▼
場　

所

‥

當
麻
図
書
館　

2
階
研
修
室

▼
内　

容

‥

・
株
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　

・
投
資
信
託
の
お
は
な
し

▼
講　

師

‥

下
村
美
那
子
さ
ん

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

▼
対　

象

‥

大
人

▼
申　

込

‥

當
麻
図
書
館
に
、
お
電
話
も
し

　

く
は
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
図
書
館

☎
（
48
）
6
0
0
0
ま
で
。

　

 

ブ
ッ
ク
ラ
リ
ー
開
催

　

當
麻
図
書
館
で
は
、
読
書
週
間
の
期
間
中

ブ
ッ
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
幼
児
か
ら

小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
、
コ
ー
ス
別
に
本

の
中
か
ら
ク
イ
ズ
に
答
え
て
も
ら
い
ま
す
。

全
問
終
了
し
た
人
に
は
、
終
了
証
と
記
念
品

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
ご
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
図
書
館
ま
で
。

　

 

10
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

標
語

「
社
員
の
安
心
を
守
る
の
は
、

社
長
の
責
任
で
あ
り
社
会
の
義
務
で
す
。」

○
労
働
保
険
と
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険

（
労
災
保
険
）
と
雇
用
保
険
の
総
称
で
す
。

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上
の
事
由

や
通
勤
に
よ
る
負
傷
、
疾
病
、
障
害
、
死
亡

等
に
対
し
て
の
保
険
給
付
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
失
業
し
た
場
合
や
雇
用
の

継
続
が
困
難
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合

に
必
要
な
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
労
働
者
を
一
人
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る

事
業
主
は
、
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◎
詳
し
く
は
、

　

葛
城
労
働
基
準
監
督
署

 

☎
（
52
）
5
8
9
1

　

ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田

 

☎
（
52
）
5
8
0
1
ま
で
。

　

 

全
国
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

　

奈
良
県
司
法
書
士
会
で
は
、
不
動
産
の
相

続
・
売
買
な
ど
の
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年

後
見
、
そ
の
他
訴
訟
に
関
す
る
こ
と
の
無
料

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
面
談
に
よ
る
相
談（
相
談
時
間
45
分
以
内
）

▼
日
時

‥

10
月
27
日
（
土
）

午
後
1
時
～
午
後
3
時
30
分

▼
場
所

‥

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
研
修
室
1

（
橿
原
市
小
房
町
11
ー
5
）

　

○
電
話
に
よ
る
相
談

▼
日
時

‥

10
月
22
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
4
時

○
相
談
料

‥
無
料

○
電　

話
‥

左
記
ま
で

（
ど
ち
ら
の
相
談
も
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
）

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
司
法
書
士
会

☎ 
0
7
4
2
（
22
）
6
6
7
7
ま
で
。



●日時　10月 11日（木）第 2木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
　申込　不要（先着順）
●日時　10月 18日（木）第 3木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　忍海集会所
　申込　不要（先着順）
●日時　10月 25日（木）第 4木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館
　申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課・社会福祉協議会
　　　　　　　☎	69-3001

●日時　10月 18日（木）第 3木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　10月 25日（木）第 4木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　當麻文化会館
　
◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
　　　　秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　☎	69-3001

●中南和法律相談センタ−
【大和高田市	総合福祉会館】　
　日時　毎週木曜日　午後 1時〜 4時
　場所　大和高田市池田 418-1
【香芝市役所】　
　日時　第 1水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　香芝市本町 1397
【橿原市役所】　
　日時　第 2・3水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　橿原市八木町 1-1-18
【王寺町	地域交流センター】　
　日時　第 4水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　王寺町久度 2-2-1-501
◎申込　相談は予約面談制（30分）
　　　　必ず電話で事前予約してください。
	 	 ☎	0742(22)2035
　　　　相談日の1週間前の同じ曜日午前9時 30分
　　　　から先着順にて受け付けます。
　　　　（祝日の場合は原則その前日より）
　　　　祝日・年末年始は開設されません。
☆ 10月から次の会場でも相談できます。
	 桜井市中央公民館・青垣生涯学習センター	
	 （田原本町）・上牧町保健福祉センター・宇	
	 陀市役所・五條福祉センター・吉野町役場・
	 下市町役場・大淀町役場
＊	日時等は、電話でご確認ください。


